
概

 
の評価

□ 進展なし

施

     

□ 維持　

策

■ 拡大 待機児童の生

名

じている山田小学校の

子

整備を進めていく。
事

育

業区分 □ 自治事務 

て

  □ 法定受託  

基

 □ その他
今後の方

本

向性 □ 縮小　□ 改

目

善 また、少子化により

標

児童数の減少が進む中

健

で、共働き世帯の増加

康

によりクラブの利用を

で

希望する家庭が増えて

福

い
（改善措置等）□ 

祉

休止　□ 終了 る背景

が

もあることから、今後

充

は既存施設を最大限に

実

活用した中で、学区ご

し

との入会需要を推計し

た

、必要に応じて
計画対

ま

象 ■ 実施計画査定対

ち

象  □ 行政改革対

要

象 
□ 廃止　　　　

施

 施設を整備すること

策

により、受入児童数の

の

拡大を図っていく。

※

目

決算額については、端

的

数処理により、他資料

安

の決算額と差異が生じ

心

ている場合もあります

し

。

て出産や育児ができる

No. 事務

環

事業名 活動内容 コスト

境

（事業費：千円）

放課

と

後児童クラブ管理運営

、

事業 令和　４年度 令和

子

　５年度 令和　５年度

も

令和　６年度 令和　４

親

年度 令和　５年度 令和

も

　５年度 令和　６年度

地

活動指標名 単位
実績 計

域

画 実績 計画 決算 当初予

で

算 決算 当初予算
全体事

と

業概要
①

放課後児童支

も

援員・補助 人 84 95

に

92 95
保護者が就労

育

等により昼間家庭にい

つ

ない児童を対象に 員数

環

市内の公設放課後児童

境

クラブにおいて適切な

を

遊びと生 136,96

つ

9 211,169 19

く

4,329 209,1

る

78
活の場を提供する

こ

ことで健全な育成を図

と

ることを目的
②とする

。

。また、開所時間、開

施

所日数の拡大や支援員

策

を
確保していくため、

の

令和５年度から、指定

方

管理者制度 令和　７年

向

度の優先度
による民間

子

事業者の運営をはじめ

ど

た。
③2 　□ Ａ　　

も

　 □ Ｂ　　　 □

の

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

健

令和５年度から指定管

や

理者制度の導入により

か

支援員を新たに雇用し

な

体制の充実を図ってい

育

るが、目標値には達し

ち

□ 計画どおり   

へ

令和　５年度 ていない

の

。
■ 遅延     

支

    
の評価

□ 進

援

展なし     

□ 

指

維持　■ 拡大 引き続

定

き、指定管理者と連携

管

をとりながら、支援員

理

の増加と支援の質の向

者

上に努める。
事業区分

制

□ 自治事務   □

度

 法定受託   □ 

導

その他
今後の方向性 □

入

 縮小　□ 改善
（改

の

善措置等）□ 休止　

１

□ 終了
計画対象 □ 

年

実施計画査定対象  

目

□ 行政改革対象 
□

と

 廃止　　　　 

して、利用時間の拡大や夏期休暇時の昼食の提供、英会話スクール等と連携した放課後の時間の充実などのサービスの向上と、丁寧な情
■ 計画どおり   

令和　５年度 報発信により安心して利用きるよう指定管理者と連携を図り運営を行った。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

□ 維持　　　　 指定管理者制度の導入により支援員の確保につながり、各支援の単位においては充実した体制で運営できるようになった。今後も継続して支援員の確保と、サービス向

今後の方向性 ■ 拡大　　　　 上にむけた接遇・マナーや支援員のスキルアップにむけたサポートを実施していく。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 また、山田小学校では待機児童が生じていることから、入会需要を推計し、必要に応じ

1

て放課後児童クラブの

頁

整備を行っていく。
□

令

 改善　　　　 

和 5年度　　事務事業

No. 事務事業名

評

活動内容 コスト（事業

価

費：千円）

放課後児童

表

クラブ整備事業 令和　

（

４年度 令和　５年度 令

個

和　５年度 令和　６年

票

度 令和　４年度 令和　

）

５年度 令和　５年度 令

課

和　６年度
活動指標名

名

単位
実績 計画 実績 計画

教

決算 当初予算 決算 当初

育

予算
全体事業概要

①
公

推

設児童クラブの支援の

進

支援 27 27 27 28

部

年々高まっている放課

教

後児童クラブのニーズ

育

に対応し 単位数 の単  

総

、また、国の面積要件

務

（児童ひとり当たり1

課

.65㎡）を 位 3,6

作

99 0 0 4,320
確

成

保するため、放課後児

日

童クラブの整備を行い

令

、児童
②の安全な生活

和

の場の確保と健全な育

　

成を図る。

令和　７年

６

度の優先度

③1 　□ 

年

Ａ　　　 □ Ｂ　　

　

　 □ Ｃ　　　 □

８

 Ｄ　

令和５年度は新

月

規整備は実施していな

　

い。
■ 計画どおり 

１

  
令和　５年度

□ 

日

遅延        


